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ＳＳＴ（ソーシャルスキルトレーニング）ゲームをご紹介します。 

今回は教室内の座席を当てるゲームを行いました。 

ひとりひとりに配られた情報カードをもと

に、皆で話し合って、座席を完成させます。 

                                                       

 

 

情報カードは見せ合うことはできないルールなので、自分の知っている情報は  

           言葉で伝えなくてはいけません。読み上げられた情報を思い出したり、完成に 

必要な情報を持つ他のメンバーに尋ねたりしながら、協力して答えを見つけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数回のシリーズで行っているこのゲーム。誰かのカード発表を聞き、「この情報あります」などと完成に 

近づくカードを発表したり、回を重ねる度に話し合いのスキルアップを感じます。 

 

＜感想＞ 

 この日は、「ぼくの座席はどこ」というヒントのカードを読み合いながら考えていくというゲームを 

しました。ヒントの中で関係のないカードが出てきたりして、なかなかたどり着くことが難しかったけれど 

楽しく出来ました。それぞれの利用者さん達の性格が分かったりしたので面白かったです。（Ｈさん） 

CROSSOVERplus 

● お知らせ ● 
○利用者の動き 

・ＴＴさんが10月から就労継続支援Ｂ型へ

移籍します。 

○緊急事態宣言が9月30日(木)まで延長に

なりました。クロスオーバー大和は通常

通りに開所いたしますが、不安のある方

は在宅訓練への切り替えも可能です。ス

タッフにご相談ください。 

昨年度末まで勤務されていたスタッ

フから、「市民劇団 演劇やまと塾」

の朗読劇のご案内をいただきました。 

朗読劇「宮沢賢治の童話から」 

9/12(日)～10/11(月)公開予定 

YouTube配信(無料)*期間限定 

下記URLからアクセス 

http://www.engekiyamato.50pj.net/ 

クロスオーバー大和(生活P) 

「さっき、Aさんの情報ありませんでした？」 

「BさんはCさんの右隣でしたっけ？」 



  

作業活動「スタンプ押印」 

施設名などが刻印されているスタンプを市販の封筒に押印する作業を上手にこなすためには、いく

つかのポイントがあります。スタンプを適切な位置に押す事、平行に押すこと。また、力が足らない

と文字がかすれてしまいますが、力み過ぎると文字がにじんでしまいます。スタンプを押したばかり

だとインクが乾いていないので、封筒を重ねないことも大事です。みな試行錯誤しながら、作業に取

り組んでいます。 

 

 

作業「領収書の整理」 
 

法人からの受託作業として、領収書の整理を行っています。

備品購入後や公共料金払込後の領収書の日付を仕分けて、糊

付けをして、取引記録のファイリングをしていきます。様々な

形の領収書があり、日付はどこにあるのか、何が記載されて 

いるのか等、一つ一つ確認するのに時間がかかり、苦労してい

る様子があります。 

＜感想＞ 

領収書を見ながら日付を確認し、 

分けるのが大変でした。 

確認することの大切さを学びました。 

（Ｓさん） 

 
 

 

講座「日本の暦」 
 

今回のプログラムでは「立秋」から「秋分」の二十四節気を中心

に、旬の食べ物や植物、雲などについて紹介しました。 

２０代のメンバーが中心だったので、知らなかった方もおり、新

鮮に感じられている様子がありました。今後の散歩のプログラムや

日々の生活の中で、実際目にすることができたら、と思っています。 
 

＜感想＞ 

日本の季節や暦に関しての音読やクイズを行いま

した。私はあまりこういったものには詳しくなかっ

たので、季節の花々の名前を当てる問題はほとんど

分かりませんでした。今回は得意ではない分野の問

題が多かったですが、分からないなりに頑張って問

題に取り組みました。(Ｋさん) 

 

 

日本の暦には色々あって二十四節気の名前や、その時期の

旬の食べ物とか、秋の七草のことなど、自分が知らないこと

やもともと知っていたものもありましたが、細かいところま

で知れて良かったです。（Ｋさん） 

 

 

 

布製品をつくるうえで、シワを消したり、成形したりするために、アイロンを用いています。布

製品の作成過程には多くの人が携わるので、次に作業する人のやり易さを考えて、折り目がズレな

いようにしながらアイロンをかける必要があります。なかにはアイロンがけの経験が少ない人もい

ますが、アイロンの動かし方や霧吹きの使い方などを覚えながら、少しずつ上達しています。 

 
 

 

 

発達障害者地域支援マネジャー 

丁寧に押す事と、良いペースで押す事を目標に

頑張っています。(Ｋさん) 

初めての作業なので力加減が難しかったが、慣れ

てくれば徐々にできるようになると思います。         

               (Ｆさん) 

クロスオーバーnext（就労B） 

クロスオーバー大和(生活P) 

クーラーが効いているとは

いえ、夏の盛りのアイロン

がけは、避けられたら避け

たいなと思いながら作業を

しています。(Ｈさん) 布の花づくりの一工程として、６cm×６cm

の布を 2回折ってアイロンがけしています。 

クロスオーバー大和(就労P) 

クロスオーバー大和(就労P) 


